
観音さまのおすすめ 

 現在行われている行事を簡単に紹介すると次のようである。行事そのものは２月 11日に

行われる。前日、子供たちは「観音さまのおすすめー」と高唱しながら各家を回り玄米を

集めて歩く。婚礼など慶事のあった家が宿になり、その家に青年たちが集まり臼と手杵で

米をかつ。その際囃し歌が歌われる。つきあげた米は鉄の大鍋で男たちによって仕草おか

しくかしかれる。そのあとは塩味のお粥に炊かれ男が給仕して宿に集まった女性に振舞わ

れる。男たちが女性に給仕してまわるが、その際も「観音さまのおすすめー」と囃し、何

杯も無理やりお代わりさせ常に山盛りにする。以上が行事のあらましである。 

お粥をつくるのは小正月の「小豆粥」行事の名残と思われる。男性が臼で米をかちお粥

にし、それを山盛りにして女性に腹一杯食べさせる風習は、安産・豊穣を祈る「粥杖」行

事の変形かと思われる。子供が「観音さまのおすすめー」と集落内を米を集めて歩くのは

まれびと訪問を思わせ、いずれも小正月に行われる行事と関連している。 

このように白山信仰から出発しながらも江戸時代においては村人の精神的紐帯として、

近代に入ると村の伝統行事として、観音祭礼が位置付けられていることがわかる。勝山市

の指定文化財。 

 

 

 

 

 

 

 

 


